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マンスフィールド文学の特質
キャスリン・マンスフィールド（Katherine Mansfield 1888-1923）の文学作品の魅力につ
いて改めて考えてみると、いくつかその特質が浮かび上がる。まず作風について考えた場合、
マンスフィールドのそれは、いわゆる確固たるパーソナリティを有する主人公が存在し、明
確なプロットがあり、主人公として配置された某が紆余曲折を経て、何らかの高みに到達す
るといったような古典的な小説のスタイル、いわば教養小説と呼ばれるような形態を採用す
ることはほぼ皆無である。マンスフィールドの文学作品は、何気ない日常の営みや、情景の
中に、人間の繊細な心の揺れ動くさまを生き生きと描き出すところが特徴的であると言える。
そして、作品中に幾度も見受けられる作中人物たちによって繰り広げられる軽快でスムース
な会話の交換はリズミカルであり、押し付けがましさも無くさらりと読者に訴えかけるよう
な印象を有している。しかし、それは非常に抒情的であり、読者へと訴えかける作中人物の
内面描写や心情表現は鮮烈である。その相反する作用も、マンスフィールド作品鑑賞の面白
さにつながる要素のひとつであると言えよう。本稿では、1888年にニュージーランド、ウェ
リントンに生まれ、16歳でイギリスに渡り、以降、その半生をイングランドの首都ロンドン
で過ごした短編小説の名手キャサリン・マンスフィールドの文学作品に関する表現上の技
法、その中でも特にマンスフィールドの語りの技法について、主に、「園遊会」（“The 
Garden-Party”1922）を中心に考察したい。アプローチとしては、ナラトロジーや他の文学
理論云々といった専門用語に可能な限り依存せず、また、安易に視野を狭め、無駄な深入り
などもせず、原点に立ち返りマンスフィールドの語りの技法を考察して行きたい。そして、
いわゆるナラティヴとして括られる、発話行為、作中人物の内面描写といった領域に関し、
文体や、話法といった側面に目を向け、実際の作品から具体例を挙げながら、その全貌を改
めて考察し、マンスフィールドの語りの技巧、そして、その魅力について再考したい。まず
は、改めて、マンスフィールド研究の古典とも言える、1954年に発表されたイアン・ゴード
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ン（Ian A. Gordon 1908-2004）による著書、Katherine Mansfield :Writers and Their Work
を参照しながらマンスフィールドの作風を考察することにしたい。先に述べたように、マン
スフィールドの作風は自身の身近にある事象をモチーフとし、そこから創造性あふれた文学
作品を紡ぎだしているということが言える。この傾向は、ジェイン・オースティン（Jane 
Austine 1775-1817）の文学世界と同様であると言える。また、マンスフィールド文学の特
徴の一つとしてさらに言えることは、作中人物として採用されている人物が主に、幼い子供
や繊細な心を持った少女、もしくはそのような成人女性であるということである。マンスフ
ィールドは、このような作中人物の感情を意識の外から全知の語り手を介して、また、時に
内側から、言わば、内的焦点化された作中人物の視点から瑞々しく描写し、読者の前にそれ
を巧みに提示する能力を有している。また、作中人物の内面描写のみならず、物語に現れる
風景描写にもこれは当てはまる。これらの表現は、即物的で写実的な描写というよりは、耽
美的で、情感あふれた描写が特徴的であり、我々の身近に存在する家具の表現や、食物、茶
といった事物に関しての表現についても同様である。しかし、マンスフィールドの最も得意
とするものは、やはり、多感で繊細な人間の心情表現や内面描写、言うなれば心のスケッチ
である。その鍵となっているのが、マンスフィールドの語りの技法であり、その最たる特質
であると言える。ゴードンはKatherine Mansfield :Writers and Their Workにおいて、以下
のように言及している。
She had the same kind of directive influence on the art of the short story as Joyce 
had on the novel. After Joyce and Katherine Mansfield neither the novel nor the 
short story can ever be quite the same again. They beat a track to a higher point 
from which others can scan a wider horizon.（Katherine Mansfield :Writers and Their 
Work  17）
さらにゴードンは、マンスフィールドの語りに関し、1920年の短編小説“The Daughters 
of the Late Colonel,”（亡き大佐の娘たち）を例に挙げ、“Katharine Mansfield’s handling of 
the time and of interior monologue is her own”（同22）と述べ、ゴードンは、interior 
monologue、いわゆる内的独白と呼ばれる手法について言及している。この手法は、今日、
文学批評において、James Joyce（1882-1941）、Virginia Woolf（1882-1941）といった、い
わば、モダニズムと呼ばれる潮流の中で活躍した作家が効果的に採用する技巧という印象が
あるが、James JoyceのUlyssesが1922年、Virginia WoolfのMrs.Dallowayが1925年の発表で
あるので、マンスフィールドは彼らに先駆けてこの内的独白という手法を採用していたとい
うことにもなる。但し、ここでゴードンの意図するinterior monologueの定義は、Joyce や
Woolfといった著名なモダニズム作家が用いたようないわゆる登場人物の心の深層まで踏み
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込んで心理状況を表現するといった狭義の概念ではなく、あくまでもこれは、心の中の独り
言、もしくは、心中のスケッチといった種類のものであると考えられる。これらを踏まえて
マンスフィールド文学において、実際にどのようにこれらの手法が用いられているのか具体
例を挙げながら見て行きたい。本稿では、「園遊会」（“The Garden-Party”）からマンスフ
ィールド独自のinterior monologueによる手法が採用されている場面に注目し、その効果を
考察して行きたい。
マンスフィールドの語りの技法
まずは、以下の場面をご覧いただきたい。
Four men in their shirt-sleeves stood grouped together on the garden path. They 
carried staves covered with rolls of canvas, and they had big tool-bags slung on their 
backs. They looked impressive. Laura wished now that she had not got the bread-
and-butter, but there was nowhere to put it, and she couldn’t possibly throw it away. 
She blushed and tried to look severe and even a little bit short-sighted as she came 
up to them（“The Garden-Party”（246）以下「園遊会」からの引用文は、（）内にペー
ジ数のみ記す）
伝統的な三人称の語りとして、従来から用いられている手法の例である。状況としては、
朝食をとっている時に、テントを張りに来た4人の男を、ヒロインのローラ（Laura）がパ
ンを手に持ったまま応対に出る様子を描写している場面である。テントの設営にやってきた
職人たちが道具袋を抱え、物々しい恰好で立っているのを見ると、ローラは手にパンを持っ
たままの自分の姿を急に意識して赤面し、なんとか表情を取り繕ってその場を凌ごうとして
いる様子が巧みに描写されている。ここでは、ローラの気まずさを、語り手が、主人公ロー
ラ本人の視点からではなく、表面的に外側から、いわゆる三人称の全知の語り手によって、
ローラの様子を距離を置いて眺めている様子が伺える。この語り手は構造としては、単純に
作品世界の外側に立ってローラの心理状況を見ているという従来からある心理描写の手法で
あり、全知の語り手が淡々とその場の状況を述べている。一方、こちらの場面はどうだろう
か。
His smile was so easy, so friendly that Laura recovered. What nice eyes he had, 
small, but such a dark blue! And now she looked at the others, they were smiling too. 
“Cheer up, we won’t bite,” their smile seemed to say. How very nice workmen were! 
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And what a beautiful morning! She mustn’t mention the morning; she must be 
business-like. The marquee. “Well, what about the lily-lawn? Would that do?”（246）
ローラが園遊会で使用するテントの設営に来た職人達に対し、指示をする場面である。面
識のない職人達にテント設営の指示をするというローラにとって非日常的な状況に緊張感を
持って対処していたが、次第に職人達の気取らない立ち振る舞いや親しみのある態度にロー
ラの緊張が解け、かえって彼らに好意を抱いていくという感情の流れが巧みに表現されてい
る。冒頭の“His smile was so easy, so friendly that Laura recovered”に関しては、従来から
あるオーソドックスな全知の語り手による描写であるが、“What nice eyes he had, small, 
but such a dark blue!”という文は、その時のローラの気持ちを表現したものである。話しか
けた背の高い男の笑顔を見て、“What nice eyes he had, small, but such a dark blue!”と自
由間接話法によって表現し、上流社会で育ったローラの目線から、“How very nice 
workmen were!”と自身の率直な気持ちを述べている、このように、作中人物のある特定の
視線からの心情表現をする際、自由間接話法による表現をマンスフィールドは効果的に採用
している。直前に、主人公ローラの主観を現す“seemed”という語があり、さらにその前に
“looked at”というローラの知覚動詞が存在することで、作中人物が何かを文字通り知覚した
ことを示唆している。この“And now she looked at the others, they were smiling too”は全
知の語り手による描写である。このパラグラフ全体を構造として捉えると、ローラの視点か
らの内的焦点化による語り、“How very nice workmen were!”という表現が全知の語りによ
る文に挟まれているという構造になっていると解釈できる。また、この場面全体を見た場合、
いわば、上流階級出身のローラが労働者階級の人々に対して好感を持ち始めているという状
況を、ローラの視点を通してマンスフィールドは描きたかったのではないかと、そういう意
図が隠されているように感じられる。特に、地の文の中で内面描出として、ローラの気持ち
が巧妙に表現され緊張が解きほぐされていく様子やローラの高揚した躍動感が読者に鮮明に
届く効果を上げている意図がうかがわれる。また、この自由間接話法に関して、改めて考察
すると、まず、自由間接話法という用語上の定義を考えた場合、もともと、英語自体には、
フランス語における“style indirect libre”や、ドイツ語における、“erlebte Rede”、“style 
indirect libre”といった用語は長きに渡って存在していなかった。1924年にOtto Jespersenの
The Philosophy of Grammarによって“represented speech ”という語が採用され、後、1957
年に、Stephen Ullmanによる Style in the French Nobelにおいてフランス語から“free 
indirect style”や、“free indirect speech”といった用語が訳出された。現在では、より中立的
な“free indirect discourse”といった用語が用いられることが見受けられるようになっている。
一方、日本語においては、一般的に描出話法、または、ドイツ語から訳出された、体験話法
とも称され、今日では、自由間接話法という名称によって広く浸透している。また、自由間
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節話法の効果に関して、文学上の技巧として捉えた場合、フランシス・バーニー（Frances 
Burney1752-1840）や、ジェイン・オースティンの活躍した18世紀まで遡ることが可能であ
るが、ジョイスや、ウルフのような現代作家の手によってはじめて、作中人物の内面描写を
緻密に表現するための技巧として意図的に用いられるようになったというのが定説である。
この手法によって、作中人物の思考内容を、読者に直接報告するような形態で描写しなが
ら、採用する語彙を、思考の主体と作中人物の性別、年齢、さらに階級等の水準に適応さ
せ、「と言った」「と思った」「と感じた」といった従来の形式的な語りの中で必要とされて
きた伝達節を省略するといった手法であり、臨場感のあふれる表現が可能であると同時に、
読者に作中人物の心情を鮮明に伝える効果があるものとなる。次の場面を見てみよう。
He bent down, pinched a sprig of lavender, put his thumb and forefinger to his 
nose and snuffed up the smell. When Laura saw that gesture she forgot all about the 
karakas in her wonder at him caring for things like that–caring for the smell of 
lavender. How many men that she knew would have done such a thing?（248）
先ほどのテント設営の場面の続きであるが、職人の一人がラベンダーの花の香りを嗅ぐ姿
を見てローラが驚くという場面である。末尾に、“How many men that she knew would 
have done such a thing?”というローラの内的描写が自由間接話法で示され、その直前に、
ローラが職人のラベンダーの花を嗅ぐ姿を見る（“saw”）ことで、ローラの脳裏にあったカ
ラカスのことを忘れ（“forgot”）、その職人の行動に驚いた（“wonder at him”）、ということ
が示されている。この場面においても、ローラが、何らかの外的刺激によって、何らかの知
覚をすることによる心情の変化が示唆され、それが直後の、“How many men that she 
knew would have done such a thing?”という自由間接話法による内的描写へとつながると
いう構造となっている。次の場面はどうだろうか。
“Have one each, my dears,” said cook in her comfortable voice. “Yer ma won’t 
know.” Oh, impossible. Fancy cream puffs so soon after breakfast. The very idea 
made one shudder. All the same, two minutes later Jose and Laura were licking their 
fingers with that absorbed inward look that only comes from whipped cream. “Let’s 
go into the garden, out by the back way,” suggested Laura.（252）
この場面においては、主人公ローラは、“Yer ma won’t know.”という発話をクオーテーシ
ョンマークのついた直接話法で示し、さらに、料理人に対する返答を、クオーテーションマ
ークを用いずに、自由直接話法を採用して、“Oh, impossible. Fancy cream puffs so soon 
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after breakfast”と表現している。この話法選択の操作により、ローラの心情を実感として
直に読者に伝えることに効果を上げていると考えられる。ここでは、語り手による作中人物
の性格描写は一切存在せず、料理人の態度や、心的状況、良家に生まれた育ちのよい子供た
ちが、上流階級ならではの不文律とも言えるような規範を破ることにスリルを感じる非日常
的な感情を巧みに表現している。次も園遊会からの引用になる。
 “H’m, going to have a band, are you?” said another of the workmen. He was pale. He 
had a haggard look as his dark eyes scanned the tennis-court. What was he thinking? 
“Only a very small band,” said Laura gently. Perhaps he wouldn’t mind so much if the 
band was quite small. But the tall fellow interrupted.（247）
この場面は、園遊会に楽団が来ることになると知った職人の様子からローラの揺れ動く心
情を表現しているもので、“What was he thinking?”と自由間接話法が採用されている。楽
団が小さいものであれば、職人も気にしないであろうと上流階級の目線からひとりの職人の
気持ちに配慮し、職人を気遣う場面である。ローラは、遠慮がちに、“Only a very small 
band,”と言っている。小さい楽団であれば、おそらく職人達も気にはならないであろうとい
う階級意識が、優越感とはならず、むしろ職人たちに、富める者として引け目を感じている
という繊細鋭敏なローラの心情を描写している、マンスフィールドらしい少女の繊細な感受
性を表現した箇所である。次にこちらの場面を見ていただきたい。マンスフィールドは、次
のように間接話法を巧みに使用することがある。
 Only the tall fellow was left. He bent down, pinched a sprig of lavender, put his 
thumb and forefinger to his nose and snuffed up the smell. When Laura saw that 
gesture she forgot all about the karakas in her wonder at him caring for things like 
that—caring for the smell of lavender. How many men that she knew would have 
done such a thing? Oh, how extraordinarily nice workmen were, she thought. Why 
couldn’t she have workmen for her friends rather than the silly boys she danced with 
and who came to Sunday night supper? She would get on much better with men like 
these.（247）
この文の4行目How many men以下の文は、論評節“she thought”が挿入され、形式上は間
接話法であるが、論評節の中に、“Oh”といった感嘆詞や感嘆文が見受けられるため、読み
手の印象として、自由間接話法のような感触を与えている。これもマンスフィールドの特殊
な話法の操作による次第であるといえる。次を見てみよう。
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 Never had she imagined she could look like that. Is mother right? she thought. And 
now she hoped her mother was right. Am I being extravagant?  Perhaps it was 
extravagant.（256）
この場面は、スコット（Scott）氏の死を受けて、ローラが園遊会を予定通り開催すべき
か否か迷っているという状況下に、ローラが帽子をかぶった姿を母親に褒められた直後、鏡
に映った自分の姿を見て回想している場面である。その鏡に映る姿を見たローラが園遊会を
中止するという気持ちも忘れてしまうという少女の繊細な感情を“Am I being extravagant?” 
と引用符が省かれた、自由直説話法によって表現している。ここでは、ローラの内面描写を
表現する際、いわゆる一般的な自由間接話法ではなく、引用符を省いた自由直接話法を採用
してローラの心中を表出している。最後の例として、直接話法を効果的に採用している場面
を見てみよう。園遊会が催されている最中に、近所で起きた悲劇、落馬して死亡したスコッ
トが発話するという特殊な状況下での言動を描写している場面を見てみよう。
He was given up to his dream. What did garden-parties and baskets and lace 
frocks matter to him? He was far from all those things. He was wonderful, beautiful. 
While they were laughing and while the band was playing, this marvel had come to 
the lane. Happy... happy... All is well, said that sleeping face. This is just as it should 
be. I am content.（261）
落馬により死去したスコット氏にお悔やみの訪問をする場面である。落馬事故で死んだス
コット氏の心中を引用符のない現在形の自由直接話法で示しているが、直後の“said that 
sleeping face”という表記で解るように場面自体の設定は過去の事象である。ここでは、人
称と時制が巧みに操作され、奇妙な文体であると言えるが、ローラが死者の内面を空想し、
ローラの視線から死者に語らせるという特殊な状況を描写している。話法のみならず、時制
をも意図的に操作し、時間を超越した実感を伝えるという不思議な臨場感がある。
まとめ
マンスフィールドの語りの特質の具体的な事例を、代表作である「園遊会」から見てきた
が、ここでは、視点を変え、キャサリン・マンスフィールドというひとりの作家が生涯を通
じて書き残した文学世界の全体像を見据え、マンスフィールドの語りに関する技巧や修辞に
関して包括的に捉えながら考察したい。まず、マンスフィールド文学を体系的に時系列で追
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って行くと、1911年に、第1作目の短編集『ドイツの宿にて（In a German Pension）』を出
版している。しかしこの作品は、文学界にも、世間にもほとんど注目されず、特筆すべき作
品は見受けられない。その後1920年に出版された第2作目の短編集、『幸福、その他の物語
（Bliss and Other Stories）』 に 収 録 の「 私 は フ ラ ン ス 語 が 話 せ な い（“Je ne parle pas 
français”）」において、マンスフィールドは、主人公、ラウール・デュケットの一人称の語
り手による告白体という形態を、途中に長い回想を挟ませて展開するという特異な構造を示
した。パリを舞台とする退廃的で厭世的な物語であり、マンスフィールドの作品としては異
質といえる。さらに、表題作「幸福（“Bliss”）」においては、主人公バーサの内的焦点化さ
れた視点と、限定的で多くを語らない特殊な語り手を効果的に配置し、主人公バーサの心理
と、辛辣な現実の世界との対比を巧みに描いた。続く1922年に第3作目の短編集『園遊会、
その他の物語（The Garden-Party and Other Stories）』を出版。収録作の「入り江にて
（“At the Bay”）」では、明確なプロットを持たない12のエピソードで綴られた短い作品で構
成され、且つ、それぞれのエピソードが深層で有機的に結びついているという独特な造型美
を示している。そしてマンスフィールドの死後、1923年に、夫であるジョン・ミドルトン・
マリ（John Middleton Murry 1889-1957）の手により、『園遊会、その他の物語』とほぼ同
時期に執筆された作品が収められた小品集、『鳩の巣、その他の物語』（The Doves’ Nest 
and Other Stories）が出版されている。これに収録の、「一杯のお茶（“A Cup of Tea”）」は、
作品全体を全知の語り手による語りで進行が促され、若い女性の嫉妬心を鋭く明晰に描写し
ている。さらに、この冷徹とも言える語り手によって、主人公ローズマリー（Rosemary）
の偽善的で危うい幸福感とその幻滅に至る過程が巧妙に提示されている。以上のように、マ
ンスフィールドは様々な世界観を文学作品を通じ築き上げる能力を有する作家であり、ま
た、執筆の時期によって語りの特質や姿勢が変遷していることもうかがえる。概ね、マンス
フィールドは文学作品においては、従来の古典的な語りの手法として取り入れられてきた、
物語世界の外側に存在するいわゆる全知の語り手が、作中人物の性格描写や、背景の説明を
するというような形態を積極的に採用しないことが多く、内的独白や、作中人物の間で交わ
される会話を入念に選択、採用することよって、読者に直接、作中人物の心情や、物語の情
景などを読者に訴えるという傾向が強い。これはマンスフィールドの技法として特筆すべき
ものであると考えられる。また、語りに関して改めて考察すると、通常、地の分においては、
語り手の視点から物語の進行状況が促されるという形態が採用されるが、特定の作中人物の
思考や発話を提示する場合、直接話法では、引用符を付ける、段落を変える等の一定の操作
が必要となる。しかし、この操作は読み手にとって、スムースな読みを阻害するものともな
りえることとなる。一方、間接話法による作中人物の会話や、心理描写では、引用符を付け
る操作は不要であるが、思考、発話ともに、語り手を介し、語り手の視点から語られること
となり、読者と作中人物の間に距離感が生じる。さらに、自由間接話法による描写となると、
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このようなスムースな流れを阻害することもなく、生々しい思考、発話の提示が可能となる
というメリットが結果として表出される。作中人物の言葉を、クオーテーションマークを用
いて、直接話法として、また、伝達節を省略した自由間接話法を用いて、時には、直接話
法、間接話法、自由間接話法といった従来の手法に属さない、自由直接話法という話法、こ
れらを自在に駆使して、作中人物の心情や、発話行為を巧みに表現している。マンスフィー
ルドは、これらの技法を作為を感じさせることなく至極簡単にそれをペンで表現してしまう。
そして、それらの事象はマンスフィールドが魅力的な作品を創造することに密接に結びつい
ている。さらに、これらの副産物として、あくまでも作中人物自身が、考えている通りのこ
とを有りのままに読者に示すことにより、読者自身も直接的に作中人物の心情と同化しなが
ら作中の展開をスムースに追うことができるという効果にもつながっている。これらに関し
て、玉井美枝子は1988年出版の『マンスフィールドの文学－人と作品』において以下のよう
に示唆している。
JoyceやWoolfは、ある些細な事件や言葉の身振りを書くに当たって、登場人物の心の
奥深く分け入って意識の極限にまで進もうとするのに対しKatherine Mansfield はそれ
らの事物が心の表面に投げかける影をさらりとさりげなく描き、意識の流れではなく心
中の述懐を記すにとどめている（76）
玉井は、いわゆる文学批評における従来の内的独白の定義とは多少感触の異なるマンスフ
ィールド独自の内的独白の手法、この特筆について言及している。また、マンスフィールド
の作品においては、先に述べたように、語りのみならず、会話の遂行によって、物語の進行
が促されるという技法を頻繁に採用している。この効果もまた、読者自身も直接的に作中人
物の心情と同化しながら作中の展開を追うという臨場感をともなったマンスフィールド文学
を鑑賞することの楽しさ、また、その魅力につながっている。読者にとってこれらの多彩な
効果によって、従来の語り手による詳細で綿密な性格描写などは提示されていないにもかか
わらず、作中人物一人ひとりの人物像が繊細に、そして鮮明に読者に映し出されているのは、
このマンスフィールドによる独自の内的独白の技法や、特徴的で自在な話法の操作によると
ころであると言える。最後になるが、本稿では、「園遊会」を素材として、マンスフィール
ドの語りの技巧について論考してきたが、この「園遊会」は、マンスフィールドの生涯にお
いて最晩年である1921年に執筆されている。このマンスフィールドの文学作品は、非常に古
典的とも言える全知の語り手が物語全般の進行を受け持ち、そこに直接話法による作中人物
の実際の発話や、時折、自由間接話法による内的独白を散りばめるというマンスフィールド
の文学としてはいささか保守的な語りの形態を採用している。一般的に、この「園遊会」と
いう作品は、マンスフィールドの短い生涯の中で創造された文学作品の中でも、最も著名で
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あり名作と称えられることも多い。マンスフィールドにとっても、自身の作家人生の中で最
晩年に原点に立ち返り、非常にオーソドックスな語りの形態を採用した特異な作品であると
同時に、マンスフィールドの語りの技法が集約された重要な作品であると言えよう。
注
本稿は、日本英語文化学会（JSCE）第21回全国大会研究発表会（2018年9月7日（金）　
於：昭和女子大学）にて口頭発表したものを大幅に加筆、修正したものである。
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Reconsideration of narrative method in Katherine 
Mansfield’s works
KUKIMOTO, Shinichiro
Katherine Mansfield has achieved a reputation as one of the most talented writers of 
the modern short story in New Zealand. Almost all of her works are free of plots, and draw 
ordinary life of human beings with expression of psychological description of a character. 
And she is always concern with inward reflections rather than with outward phenomenon. 
Mansfield’s short stories show some ingenuity. She draws most of materials from her own 
experience, choosing trifles as her subjects. And she pursues high writing techniques more 
atmosphere than plot and the fine sense of feeling of characters and setting interior 
monologue in using the skill of discourse which is direct speech, indirect speech, free 
indirect speech and some other shape of speeches. Mansfield’s skilful use of interior 
monologue makes readers to be able to identify with her characters clearly. But in Mansfield’s 
case, it is not just a typical interior monologue which is used by James Joyce, Virginia Woolf 
and other writers to express feeling of the characters in the novel. There are some innovative 
meanings and skills implied. I examine how the techniques in using discourse and choosing 
form of speeches are variously used to illustrate their expression of characters. Her writing 
skills and achievements arrive at the peak with “The Garden-Party（1922）”. This paper 
aims to show writing skill of the narratives reflected in “The Garden-Party” from interior 
monologue in the perspective of discourse. Then it will show how Mansfield exerts the skill 
to achieve the success of the story with regard to the relationship between the reader, the 
narrator, and the characters.
